
 

 

 

今回は災害対策についてのお話。 

最近は地震やゲリラ雷雨なども多く、いつ何が起こるかわからない状況… 

改めて災害計画を見直しましょう。 

まず必要な避難用品について！ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的に必要なものや動物さんの性格に合わせてプラス用意してあげると 

安心して避難生活ができます。 

検査結果やワクチン情報など写真に残しておくと便利です！ 

 

避難用品を準備するにあたって重要事項 5つ！ 

1．ローリングストック 

一定量が常に保管されているようにするため 

「買ったら買い足す」で賞味&消費期限を守れる！ 

2.重いものの保管 

重い+大きくかさばるものは、後からでも取り出せる場所に保管や 

車に積んでおくと良い！ 

お水や品質に影響が出ないものにオススメ！ 

3.迷子対策 

個体識別をする際にマイクロチップは有効 

迷子札や鑑札も装着 

4.健康手帳 

写真とともに名前、生年月日、種類、性別（避妊去勢しているか） 

性格、既往歴、飲んでいる薬やサプリ、マイクロチップ番号、 

ワクチンや予防の有無、検査結果のコピー 

飼主情報、飼主以外の緊急連絡先など詳しく記載を！ 

5.予防系・しつけ 

寄生虫対策で予防薬を 1つ準備しておく 

しつけは皆が快適に過ごすために！ 

 

 

災害はいつ起こるか分かりません。 

災害関連死の 8 割は、脱水症状が引き金に… 

今意識があるうちに備えをして、それを習慣化し 

いつでも対応できるようにしましょう！ 

脱走してしまうと再会ができないことも多いです。 

必ず一緒に避難！同行避難をしてください。 

 

□1週間分の食事・水・薬            

→小分けにして職場など分散保管すると良い  

□ステンレス食器                   

→細菌が付着しづらい                      

□新聞紙・敷物・ブルーシート・タオル 

→タオルは慣れているもの 

□ケージ・キャリーバック・洗濯ネット 

→同行避難に必須 

□予防薬 

→オールインワンタイプがオススメ 

□マイクロチップ 

→迷子時の個体識別に必要 

□ドライシャンプー・ブラシ 

→皮膚の感染症予防で体を清潔に保つ 

□ガムテープ・段ボール・様々な大きさのビニール 

→キャリーバックの強化や段ボールハウスで安心できる空間づくりに役立つ 

□ティッシュ・ウエットティッシュ 

□健康手帳・迷子札 

□おもちゃ 

□靴やバンテージ 

□首輪・リード 

→予備+いつもより頑丈な物を 

□防寒・暑さ対策 

□緊急連絡先情報 

→飼主情報・飼主以外の連絡先 

かかりつけの病院、トリミングサロンなど 

□トイレ用品 

→環境の変化で排泄しない子も… 

慣れたシートや砂がベスト！ 

 

オススメは 

オールインワン! 


